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概要（１０００字程度）	 指導教員	 	 真貝	 寿明	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 印	 

	 近年，ペンシルパズルである数独は世界的に人気である．一般的な数独は 3×3 のマスを 1 ブロ

ックとして 9 ブロックで構成した 9×9 のマスであるが，本研究では図 1 のような部分的に重なっ

た数独に注目し，どのような手順で解けば効率が良いのか（すなわち，盤面の注目すべき順は何か），

プログラムを独自に開発して自動で解かせることにより比較した．	 

	 数独の解き方は単独候補数字法，及び単独候補マス法の 2 つのロジックを使用した．比較方法は

それぞれのマスに何回注目したかの回数（「探索回数」と呼ぶ）を用いた．盤面の注目する順番は

図 2 の A，B，C を用いて次の 3 種類を考慮した．	 

	 	 	 	 	 方針 1：交互法（探索方法：『ACCB』の繰り返し）	 

	 	 	 	 	 方針 2：重なり部分重視法（探索方法：『AC…C	 BC…C』の繰り返し）	 

	 	 	 	 	 方針 3：片側法（探索方法：『ACAC…AC	 CBCB…CB』の繰り返し）	 

	 C 部分が空白の 30 個の問題について試みた結果，最も探索回数が少なかったのは片側法で 23 個

（76.7％の割合）だった．交互法は 6 個（20.0％の割合）で，重なり部分重視法は 1 個（3.3％の

割合）だった．	 

	 図 3 は問題ごとの探索回数を上記 3 方針の平均値順にプロットしたものであり，易しい（探索回

数が少ない）問題は 3 方針で探索回数に差があまり生じなかったが，難しい問題になるほど有意な

差が見られた．難しい問題の上位 10 問では，1 問が交互法，もう 1 問が重なり部分重視法が優れて

いたが，他の 8 問は片側法が優れていた．片側法はこの 10 問では，交互法より平均 15.1％（65.7

回）探索回数が少なかった．	 

	 以上より，このタイプの数独では，片方の盤面に注目して解きあげる方法が能率的が良いと結論

できる．	 

	 

	 	 	 

図 1	 :	 部分的に重なった数独	 図 2	 :	 盤面の呼び方	 図 3：盤面の切り替えによる探索回数の比較	 

	 


